　
 福岡市手をつなぐ育成会保護者会
　


　障がいのある人の　暮 ら し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　下山　いわ子



ブ ロ ッ ク 別 懇 談 会 を 終 え て


　障害者権利条約








　


　障がいのある人が暮らす、生きていくって、やっぱり簡単ではありません。
　障がいのない人も、簡単ではないです。
　その中で、「障がいがあるから仕方ない。がまんしなくては」という状態からは、進んでいます。
　「障害者の権利に関する条約（以下「障害者権利条約」と略）の影響の大きさを実感できるようになってきました。
　「障がいがあるから仕方ない」とは、違ってきています。
★障害者が全ての人権及び基本的
自由を差別なしに完全に享有する
　　
保　護　者　会　だ　よ　り
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　私たちの暮らしは、どう変わるのでしょうか。
　暮らしを考えるとき、ライフステージを通して考えり
福岡市手をつなぐ
    育成会保護者会
TEL　713-1480
FAX　715-3561
e-mail
  hogsha@fiku.jp


　本人の意思を大切に



　　連携して
どんな暮らしを望む？




・障害者権利条約の理念にそった共生社会が実現すること。等々。
　決して障がいのある人を優遇してほしいのではなく、障がいがあっても、障がいのない人と同じスタートラインにたつための法律ができたと理解して、どんな暮らしがしたいか考えてみませんか。


　考えるときは、「どんなに重度な障がいのある人にも意思がある」ことを意識して決定していくことも重要です。

　

　本人の安心・安全で幸せな暮らしを考
えるには、今まで以上に、関係者と一緒
に考えたり、団体も個別で運動すると同
時に、連携して運動を進めると良い方法
が見つかるはずです。
　各団体が連携する方法を考えたいで
す。
　支援なくしては生きていけない障がい
のある人も親なき後まで、幸せに暮らし
てほしいと願ってやみません。
　











 　暮らしは？


ことを保障する。
★障害者は他の者と平等を基礎として
社会に完全かつ効果的に参加できる。
★「障害」は、障害者ではなく、社会が作りだしている、という「社会モデル」の考え方。
★排除する差別とともに障害者に「合理的配慮」をしないことも差別になる。
　※合理的配慮：障害者が困ることをなくしていくために、周りの人や会社などがすべき無理のない配慮のこと
（外務省からの資料を抜粋）
など、「障がい」についての考え方も、障がいのある本人の責任から、環境が障がいを作り出している、と変わり、障がいを理由に差別されないと、みんなが守る法に明示されました。
ます。「生まれて、幼児期、学齢期、青年期、壮年期、老年期」の中で、それぞれの時期に、住まい、教育、医療、
労働、福祉、社会参加、等の環境が関係しています。
　家族関係等も関係しています。




　社会モデルの考え方になり、他の者と平等で合理的配慮の提供を求めることができるようになりました。
　どんな暮らしを望みますか？
・本人の尊厳ある幸せな暮らし
・障がいの受容からライフステージを通して信頼できる相談者がいること。
・適切で切れ目のない教育や支援を受けられること。
・親なき後も安心して暮らせること。
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